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長野県木曽広域連合 第73号

目　 次

木曽文化公園がリニューアルオープンしました… 1　　教えて「BS放送を見るにはどうしたらいいの？」… 5
木曽広域連合議会だより…………………… 2～3　　介護保険第一号被保険者（65歳以上）の皆様へ… 6
ＶＲ（バーチャルリアリティ）消火訓練体験会を実施しました！… 3　　成年後見制度中核機関事務局からのお知らせ… 6
木曽広域連合人事行政の運営等の状況の公表… 4～5　　

木曽文化公園木曽文化公園がが
リニューアルオープンリニューアルオープンしました。しました。

お問い合わせ先　木曽文化公園　☎ 0264-23-8011

　昨年 11月より進めてきた木曽文化公園の改修工事が竣工し、　昨年 11月より進めてきた木曽文化公園の改修工事が竣工し、
８月６日㈯リニューアルオープンセレモニーが開催されました。８月６日㈯リニューアルオープンセレモニーが開催されました。
　文化公園施設あり方検討会委員長、日義地域自治協議会長、原　文化公園施設あり方検討会委員長、日義地域自治協議会長、原
木曽広域連合長によりテープカットが行われ、工事の完了と文化木曽広域連合長によりテープカットが行われ、工事の完了と文化
ホールの利用再開を祝いました。ホールの利用再開を祝いました。
　今回の工事では、文化ホールの耐震性と安全性を高め、併せて　今回の工事では、文化ホールの耐震性と安全性を高め、併せて
全客席を新調しました。また、冷暖房設備を更新して機能性と操全客席を新調しました。また、冷暖房設備を更新して機能性と操
作性の向上を図る一方で、災害発生時には、指定避難所として近作性の向上を図る一方で、災害発生時には、指定避難所として近
隣地域の皆様にご提供できるよう整えました。隣地域の皆様にご提供できるよう整えました。
　この木曽文化公園は、平成２年の開館以来 116 万人を超える　この木曽文化公園は、平成２年の開館以来 116 万人を超える
皆様にご利用いただいてまいりましたが、今後も魅力的な事業な皆様にご利用いただいてまいりましたが、今後も魅力的な事業な
どを取り入れて来館者や施設利用者、地域の皆様に親しまれ愛さどを取り入れて来館者や施設利用者、地域の皆様に親しまれ愛さ
れる文化施設の拠点となるよう一層努めてまいります。れる文化施設の拠点となるよう一層努めてまいります。

木曽文化公園のイベント情報は
http://www.kisoji.com/
kisobunka/

http://www.kisoji.com/kisokoiki/ 木曽地域は「日本遺産」に
認定されています
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令和４年木曽広域連合議会第１回臨時会

令和４年木曽広域連合議会第３回定例会

開催日：令和４年７月８日㈮

開催日：令和４年８月31日㈬

補正予算１件、その他２件が原案どおり可決されました。
▼議案第19号　令和４年度木曽広域連合一般会計補正予算（第２号） …可決
▼議案第20号　工事請負変更契約の締結について　「木曽文化公園 ホール天井等改修工事」 …可決
▼議案第21号　 物品購入契約の締結について 

「災害対応特殊救急自動車（高度救命処置用資器材含む）」 …可決

認定３件、報告１件、補正予算３件、その他１件が原案どおり可決されました。
▼認定第  １  号　令和３年度木曽広域連合一般会計歳入歳出決算について …認定
▼認定第  ２  号　令和３年度木曽広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算について …認定
▼認定第  ３  号　令和３年度木曽広域連合下水道事業会計決算について …認定
▼報告第  ２  号　公共下水道事業における資金不足比率の報告 …報告
▼議案第22号　令和４年度木曽広域連合一般会計補正予算（第３号） …可決
▼議案第23号　令和４年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号） …可決
▼議案第24号　令和４年度下水道事業会計補正予算（第２号） …可決
▼議案第25号　 工事請負契約の締結について 

「木曽広域連合　養護老人ホーム木曽寮　移転改築工事」 …可決

※下水道事業会計の資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金等から補填しています。

《一般会計歳出》

衛生費衛生費
9億8,847万円9億8,847万円
23.5%23.5%

歳出合計歳出合計
42億1,054万円42億1,054万円

歳出合計歳出合計
38億9,673万円38億9,673万円

下水道事業費用合計下水道事業費用合計
1億1,272万円1億1,272万円

民生費民生費
4億557万円4億557万円
9.6%9.6%

総務費総務費
14億7,379万円14億7,379万円
35.0%35.0%

議会費議会費
1,940万円　0.5%1,940万円　0.5%

公債費公債費
8,542万円　2.0%8,542万円　2.0%

教育費教育費
3億7,859万円3億7,859万円

9.0%9.0%

消防費消防費
6億8,287万円6億8,287万円

16.2%16.2%

土木費土木費
1億21億2,522,522万円万円

3.0%3.0%

農林水産業費農林水産業費
5,121万円5,121万円

1.2%1.2%

《介護保険特別会計歳出》 《下水道事業会計》

保険給付費保険給付費
34億5,917万円34億5,917万円

88.8%88.8%

減価償却費減価償却費
4,401万円4,401万円
39.0%39.0% 汚泥集約センター汚泥集約センター

管理運営費管理運営費
6,489万円6,489万円
57.6%57.6%

総務費総務費
8,813万円　2.3%8,813万円　2.3%

諸支出金諸支出金
8,341万円　2.1%8,341万円　2.1%

基金積立金基金積立金
4,257万円　1.1%4,257万円　1.1%

地域支援事業費地域支援事業費
2億2,345万円2億2,345万円

5.7%5.7%

支払利息及び支払利息及び
企業債取扱諸費企業債取扱諸費
382万円　3.4%382万円　3.4%

会計別補正予算総括表

下水道事業会計

区　　　 分 予算額
歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

繰越事業費 歳入歳出差引
（繰越事業費除く）金 額 収入率 金 額 執行率

一 般 会 計 44億4,959万円 43億8,118万円 98.5% 42億1,054万円 94.6% 1億7,466万円 6,439万円
介護保険特別会計 41億4,395万円 39億9,029万円 96.3% 38億9,673万円 94.0% 0円 2億4,721万円
合 計 85億9,354万円 83億7,147万円 97.4% 81億  727万円 94.3% 1億7,466万円 3億1,160万円

区　　　 分
予算額 当年度

純利益
区　　　 分

決算額 収入と
支出の差額収 益 的 収 入 及 び 支 出 資 本 的 収 入 及 び 支 出

下 水 道 事 業 収 益 1億1,635万円
363万円

資 本 的 収 入 0円
2,325万円

下 水 道 事 業 費 用 1億1,272万円 資 本 的 支 出 2,325万円
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木曽文化公園
　８月26日から28日の３日間、３年ぶり48回目となる
「木曽音楽祭」が開催され、日本を代表する演奏家の国内
最高峰のクラシック室内楽を、延べ1,125名の方々にお楽
しみいただきました。

消防本部
　７月30日・31日、中学生から35歳未満を対象に、「消
防体験会」を木曽消防署で開催しました。県下の女性消防
士の採用は2.7％程度とまだ低い状況下ですが、今後も、
消防体験や職員採用の啓発と共に魅力ある消防士の育成と
組織づくりに努めます。

総務課
　令和５年度からの広域連合業務の指針となる「第６次広
域計画」の策定に向けて、郡内14団体から推薦者を、また
一般公募３名の応募をいただき、17名の策定委員が決定し
ました。新計画の内容を協議し、来春までに今後５年間の
業務計画を定めてまいります。

森林整備推進室
　森林経営管理業務は、経営管理権を取得するため、これ
までに６町村で15団地648haの経営管理権を取得し、う
ち４団地122haの経営管理実施権配分計画の公告を終え
ています。引き続き、経済林の再委託手続きを進めると共
に、各町村から依頼のあった新規対象森林８団地616haの
調査を進めます。

健康福祉課
　令和３年度の介護保険の給付実績は、前年度実績に対し
0.08%（2,820千円）の微減となりました。介護給付費の
伸びは大きくなく、介護予防の取り組みの成果と考えてい
ます。今後も給付費の動向に留意し、求められる介護給付
に対応しながら介護予防に努めます。

建設課
　７月８日㈮、災害に強い安全な地域づくりのため、木曽
川水系の治水対策をより効果的に要望する組織として「木
曽地域治水対策協議会」が設立され、設立総会が開催され
ました。

木曽寮
　木曽寮移転改築事業に伴う造成工事は無事完了し、建物
建設工事は、岡谷・松本土建・興和の特定建設工事共同企
業体が落札し、仮契約を締結しました。令和６年春の開設
に向け執行業務に努めます。

環境課
　７月12日、「最終処分場法面補強工事」に着手しました。ま
た、４月からリサイクルストックヤードで、「衣類リサイクル」
を開始しており、７月末時点で2,496件の利用がありました。

地域振興課
　５月30日、文化庁有識者委員会による「日本遺産木曽
路」の認定更新のための現地調査が行われ、計画目標の達
成状況などが審査された結果、７月29日に認定の継続が決
定しました。今後も貴重な地域資源や木曽の文化を活かし
た活動に取り組みます。

情報センター
　ケーブルテレビの光化工事終了後の光ファイバー網の利
活用と国が提唱する自治体DXを推進するため、７月１日
から「自治体DX・ICT利活用計画等策定業務」に着手して
います。年度内に木曽郡６町村と共に木曽地域に適する業
務計画を策定します。

ＶＲ（バーチャルリアリティ）消火訓練体験会を実施しました！
　令和４年８月14日㈰ 木祖村で開催された木曽川源流夏祭りで、ＶＲ（バーチャルリアリティ）
消火訓練シミュレーターの体験会を実施しました。当日は時折雨が降る天候でしたが、26名の方
が体験しました。
　ＶＲ消火訓練シミュレーターは、『長野県地域発　元気づくり支援金』を活用して整備しました。
映像技術を使った臨場感のある消火訓練を地域住民の皆様が体験することで、有事の際の対応方法
について学ぶことができます。

お問い合わせ先　木曽広域消防本部　☎ 0264-24-3119

参加者は、VRゴーグルを装着し、消火器を持って消火訓練を体験しました。
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　人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の規定に従い、令和３年度実績及び令和４年度当初の状況を公表します。

（２）職員数の状況（令和３年４月１日現在及び令和４年４月１日現在）

区　　 分 職　　  員　　  数 対前年比 主 な 増 減 理 由令和３年度 令和４年度
連合長部局 58人 61人 3人 退職９名　採用12名
消防長部局 68人 69人 1人 退職３名　採用4名

計 126人 130人 4人
※　特別職は含みません。

１．職員の任免及び職員数の状況（常勤職員）
（１）職員の任免の状況

区　　 分 退　職　者　数（令和３年度） 採用者数（令和４年度）
定　年 自己都合等 懲戒等 再任終了 計 新　規 再任用 計

連 合 長 部 局 5人 3人 0人 1人 9人 8人 4人 12人
消 防 長 部 局 3人 0人 0人 0人 3人 3人 1人 4人

計 8人 3人 0人 1人 12人 11人 5人 16人
※　派遣職員の解任は除いています。

（４）職員手当の状況（令和３年度支給割合）
区　　 分 再任用職員 特定管理職員 左記職員以外
支 給 期 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
 6月期 0.725月分 0.450月分 1.075月分 1.150月分 1.275月分 0.950月分
12月期 0.725月分 0.450月分 1.075月分 1.150月分 1.275月分 0.950月分
計 1.450月分 0.900月分 2.150月分 2.300月分 2.550月分 1.900月分

（１）人件費の状況（令和３年度決算）
歳　 出　 額
（Ａ）

人　 件　 費
（Ｂ）

人  件  費  率
（Ｂ/Ａ）

4,447,509千円 1,043,089千円 23.45%

木曽郡の人口
(Ｒ４.４.１現在）
24,859人

３．職員の給与の状況

※　人件費は決算における人件費の総計で、特別職、非常勤特別職、職員の給与、退職手当負担金などを含みます。

…長野県毎月人口異動
調査結果

（２）職員給与費の状況（令和３年度決算）
給　　　与　　　費 １人当たりの

給 与 費給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計
465,203千円 103,579千円 188,810千円 757,592千円 6,013千円

※　給与費は特別職を含まな
い一般職員への支給額。
※　職員手当には退職手当・
児童手当を含みません。

（３）職員の平均給料月額（令和４年４月１日現在）
平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額
43.6歳 303,600円 350,258円

※　平均給料月額、平均給与月額は令和４年度の給与実態調査
に報告されたもので、平均給与額には、住居手当、時間外手
当を含む。

２．職員の人事評価の状況（令和３年度）

評価の回数 評価の時期 被評価者数
年１回 ３月 169人

 区　　 分 月　　 額
高校卒 150,600円

（６）職員の初任給（令和４年４月１日現在）
区　　分 職　員　数 構　成　比
１級 19人 15.2%
２級 16人 12.8%
３級 35人 28.0%
４級 33人 26.4%
５級 11人 8.8%
６級 13人 10.4%

（５）級別職員数（令和４年４月１日現在）

※　任期付職員は含みません。

（１）勤務時間、休憩時間の状況
４．職員の勤務時間その他勤務条件の状況

勤 務 時 間 休 憩 時 間 週 休 日 ・ 休 日始 業 時 間 終 業 時 間

午前８時30分 午後５時15分 正午～午後１時 土曜日及び日曜日　　祝日法に規定する休日
12月29日～１月３日

※　会計年度任用職員を含みます。
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（１）年次休暇の状況（令和３年）
５．職員の休業に関する状況

制 度 の 概 要 平 均 取 得 日 数
１年に20日付与（翌年に繰越可能で、繰越分を含めて最大40日） 9.8日

（１）分限処分　 なし　　   （２）懲戒処分　 なし
６．分限及び懲戒処分の状況（令和３年度）

（１）ハラスメント等の公益通報及び相談の件数　 なし
７．職員の服務の状況

研 修 区 分 受講者数（延べ） 研 修 内 容
市町村職員
研修センター研修 　　　　  31人 人事給与研修　債権管理事務研修　法制執務研修　

防災と危機管理研修　ICT構想・企画立案研修　ほか
専門研修
（専門知識、技術
　などの習得研修）

消防　　  87人 県消防学校入校　救急救命士養成研修　救急医学会研修　ほか

木曽寮　 222人 感染症予防研修　 褥瘡予防研修　 排泄技術研修　
認知症研修　口腔ケア研修　腰痛予防研修　ほか

その他 　　　　 144人 人事評価研修　ハラスメント研修　自治体ＤＸ研修　ほか

８．職員の研修の状況（令和３年度）

受 診 者 数 内　　　　　　　　　　　　　容
健 康 診 断 111人 年１回（夜勤従事者は年２回、潜水士は高気圧健康診断を年１回受診）
人 間 ド ッ ク 90人 30歳以上の職員

９．職員の福祉及び利益の保護の状況（令和３年度）

10．公平委員会に係る業務の状況（令和３年度）

（１）勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関する不服申立て　　　　なし
その他法律、条例等に定められた内容に関する実施状況等の公表

情報公開及び個人情報保護に関する条例実施状況（令和３年度）
１情報公開請求の件数及び処理状況
（1）情報公開請求の件数   　5件
（2） 情報公開及び個人情報保護審査会開催件数 　0件

（構成町村の諮問を含む）

行政不服審査法実施状況（令和３年度）
１審査請求（不服申立て）の件数及び処理状況
（1）審査請求（不服申立て）件数 0件
（2）処理状況    0件
（3）行政不服審査会開催件数  1件

『ＢＳ放送を見るにはどうしたらいいの？』教えて教えて

① ケーブルテレビ加入のオプション申込みになります。木曽郡内の役場、支所、情報センター、情報
センターホームページに常備されている申込書にて申込み（無料）。

② テレビ１台に１個、テレビの後ろに分波器の取り付けをします。（電気店、ホームセンター等で販
売）録画機等がある場合は、上図のように分配器も必要になります。

※ＮＨＫ受信料に関しては、お客様自身でご契約をお願いします。
※４Ｋ,８Ｋ放送を視聴するには、４Ｋ,８Ｋ対応のテレビやチューナーなどの準備が必要になります。
※ パラボラアンテナでの視聴から木曽広域ケーブルテレビでの視聴へ変更の際、別途工事が必要な場
合もありますので、電気店等で確認をお願いします。

お問い合わせ先　木曽広域情報センター　☎ 0264-21-2212

分配器

分波器

デジタル録画機器等

分波器

TVTV
地デジ  入力

地デジ  入力

BS・110度CS
入力

BS・110度CS
入力地上波とBS波の電波を

分離する機器

全部の電波を分割する機器

【参考】
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■本誌に関するお問い合わせは木曽広域連合まで【木曽広域連合構成団体：木曽町/上松町/南木曽町/木祖村/王滝村/大桑村】
　〒399-6101 長野県木曽郡木曽町日義4898-37　TEL.0264-23-1050 　FAX.0264-23-1052
　ホームページ　http://www.kisoji.com/kisokoiki/  　E-mail   soumu@kisoji.com

お問い合わせ先　健康福祉課　☎ 0264-23-1050

　成年後見制度に関する相談につきましては町村役場窓口にお願いいたします。

成年後見制度中核機関事務局からのお知らせ

成年後見制度中核機関事務局 木曽広域連合 健康福祉課福祉係　☎ 0264-23-1050（代表）

木曽町役場　保健福祉課
☎ 0264-22-4035（直通）

南木曽町役場　住民課
☎ 0264-57-2001（代表）

王滝村役場  福祉健康課福祉係
☎ 0264-48-3155（直通）

上松町役場　住民福祉課
☎ 0264-52-5550（直通）

木祖村役場　住民福祉課
☎ 0264-36-2001（代表）

大桑村役場　福祉健康課
☎ 0264-55-3080（代表）

新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件を満たす方は、新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件を満たす方は、
介護保険料が減免介護保険料が減免となります。となります。

介護保険第一号被保険者（65歳以上）の皆様へ介護保険第一号被保険者（65歳以上）の皆様へ

　　①   新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維
持者が死亡又は重篤な傷病を負った世帯の方 保険料を全額免除⇒

　　②  新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる
生計維持者の収入減少（※）が見込まれる世帯の方 保険料の一部を減額⇒

【保険料の減免の対象となる方】

（※）保険料が一部減額される具体的な要件（ 次の要件すべてに該当 ）
【世帯の主たる生計維持者について】
⑴  事業収入、給与収入、不動産収入または山林収入の種類ごとに見た令和４年の収入のいずれかが、
令和３年に比べて10分の３以上減少する見込みであること。

⑵  収入減少が見込まれる種類の所得以外の令和３年所得の合計額が400万円以下であること。

【減免の対象となる保険料】
　令和４年度分の保険料で、令和４年４月１日から令和５年３月31日までの間に普通徴収の納期限
（特別徴収の場合は、特別徴収対象年金給付の支払日）が設定されているもの。

前 年 の 合 計 所 得 額 減 免 割 合
210万円以下の場合 全部（10分の10）
210万円以上の場合 10分の８

※ 主たる生計維持者の事業等の廃止や失業の
場合には、令和３年の合計所得金額にかか
わらず、対象保険料の全部を免除

〇 保険料の減免額
　減免対象保険料額（Ａ×Ｂ/Ｃ）に、令和３年の合計所得金額に応じた減免割合（D）をかけ
た金額です。
減免対象の保険料額（Ａ×Ｂ/Ｃ）
　Ａ：当該被保険者の保険料額　
　Ｂ：被保険者の属する世帯の主たる生計維持者の減少することが見込まれる事業収入等に係る
　　　令和４年の所得額
　Ｃ：被保険者の属する世帯の主たる生計維持者の令和３年の合計所得金額
前年の合計所得金額に応じた減免割合（D）


